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「こんな こと を 申 上げます と、 なんだか 噓 らしい やう 

おぼしめ 

に 思 召す かも 知れません が、 これ はほんた うの 事で、 

わたくしが 現在 出会った ので ございま すから、 どうか 

その おぼしめし 

其 思 召 でお 聴きく ださい ご 

まえおき 

M の 奥さん はかう いふ 前置 をして、 次の 話 を はじめ 

た。 奥さん はもう 三人の 子 持で、 その 話 は 奥さんが ま 

だ 女学校 時代の 若い 頃の 出来事 だ さう である。 

まったく あの 頃 はま だ 若う ございました。 今考 へま 

すと、 よく あんな お転婆が 出来た もの だと、 自分な が 

あき しか 

ら 呆れ か へ るく らゐ でございます。 併し 又かん が へ て 



見ます と、 今では そんな お転婆 も 出来ず、 又 そんな 元 

気 もない のが、 なんだか 寂しい やうに も 思 はれます。 

その お転婆の 若い 盛りに、 あとに も 先に も 唯った 一 度、 

わたくし は 不思議な ことに 出逢 ひました。 それば かり 

わ 力 もちろ A 

は 今でも 判りません。 勿論、 わたくし 共の やうな 頭の 

古い ものに は 不思議の やうに 思 はれましても、 今の 若 

い 方 達に は 立派に 解釈が 付いてい らっしゃる かも 知れ 

ません。 したがって 「あり 得べ からざる 事」 などと い 

ふ 不思議な 出来事で はない かも 知れません が、 前に も 

たちあ 

申 上げました 通り、 わたくし 自身が 現在 立 会った ので 

ございま すから、 噓ゃ 作り話で ない こと だけ は、 確に 



ゐ たのです が、 いよ/ \ 明後日の 日曜日に、 それ を 実 

行す る ことにな つて、 ふだんから 仲の 好い わたくし を 

誘って 下す つたと いふ わけで ございます。 とても 日 帰 

りと いふ 訳に は 行きません ので、 先方に ニ晚 泊って、 

火曜日の 朝 帰って来る とい ふこと でした が、 修学旅行 

以外に は 滅多に 外泊した ことの 無い わたくし ですから、 

兎 も かく も 両親に 相談した 上で 御 返事 をす る ことにし 

て、 その 日 は 継子さん に 別れました。 

それから 両親に 相談いた します と、 お まへ が 行きた 

ければ 行っても 好い と、 親 達 もこ、 ろよ く 承知して く 

てんま 

れ ました。 わたくし は 例の お転婆で ございま すから、 



大 よろこびで 直に 行く ことにき めまして、 継子さん と 

も 改めて 打合せた 上で、 日曜日の 午前の 汽車で、 新橋 

を 発ちました。 御 承知の 通り、 その 頃 はま だ 東京 駅 は 

あ-たみ 

ございません でした。 継子さん は 熱 海 へ も 湯 河原 へ も 

旅行した 経験が あるので、 わたくし は 唯お となし くお 

供 をして 行けば 好い のでした。 

お供と 云って、 別に 謙遜の 意味で も 何でも ございま 

せん。 まったく 文字通りの お供に 相違ない ので ござい 

ます。 と 云 ふの は、 水 沢 継子さん の 阿兄さん —— 継子 

さん もそう 云って ゐ ますし、 わたくし 共 も 矢 はり さう 

あこ 

云って ゐ ました けれど、 実は ほんた うの 兄さんで はな 



い、 継子さん と は 従兄 妹 同士で、 ゆく/ \ は 結婚な さ 

ると いふ 事 を わたくし も 予て 知 つて ゐた の で) J ざい ま 

す。 その 阿兄さん のと ころへ 尋ねて 行く 継子さん は ど 

たのし 

ん なに 楽い ことで せう。 それに 附 いて 行く わたくし 

は、 どうしても お供と いふ 形で ございます。 いえ、 別 

やきもち 

に 嫉妬 を 焼く わけで は ございま せんが、 正直のと ころ、 

まあ そんな 感じが 無いでも ありません。 けれども、 又 

一方に はふ だんから 仲の 好い 継子さん と 一緒に、 たと 

ひ 一 日で も 二日で も 春の 温泉 場へ 遊びに 行く とい ふ 事 

がわた くし を 楽 ませた に 相違ありません。 

こと のどか 

殊に その 日 は 三月 下旬の 長閑な 日で、 新橋 を 出る と、 



ざいます。 不二 雄さん はもう すっかり 癒った と 云って、 

元気 も 大層よ ろしい やうで、 来月 中旬に は 帰京す ると 

云 ふこと でした。 

「どうです。 わたしの 帰る まで 逗留して、 一 緒に 東京 

へ 帰りません かご などと、 不一 一雄さん は 笑って 云 ひま 

した。 

その 晚は 泊り まして、 あくる 日 は 不二 雄さん の 案内 

で 近所 を 見物して あるきました。 春の 温泉 場 —— その 

いまさら くわ 

のびやかな 気分 を 今更 委しく 申し上げませんでも、 ど 

なた もよ く 御存じで ございませう。 わたくし 共 は その 

一 日を偷 决に暮 しまして、 あくる 火曜日の 朝、 いよ/ \ 



こ、 を 発つ ことにな りました。 その 間に も 色々 のお 話 

がご ざいます が、 余り 長くな リ ますから 申 上げません。 

そこで 今朝 はいよ/^ 発つ と 云 ふこと になり まして、 

継子さん とわたく しと は 早く 起きて 風呂場へ ま ゐりま 

がらす 

すと、 なんだか 空が 曇って ゐる やうで、 廊下の 硝子 窓 

から 外を視 いてみ ますと、 霧の やうな 小雨が 降って ゐ 

るら しいので ございます。 雨 か 靄 か 確に はわ かりま 

つばき しゃ 

せんが、 中庭の 大きい 椿 も 桜 も 一面の 薄い 紗に 包ま 

れてゐ る やうに も 見えました。 

「雨で せう かご 

二人 は 頦を見 あはせ ました。 いくら 汽車の 旅に して 



ました。 

「もう 一 日 遊んで 行ったら ゆいで せう ご と、 不二 雄 さ 

しき 

んも 切りに 勧めました。 

さうな ると、 継子さん はいよ/^ 帰りたくない やう 

な 風に 見えます。 それ を 察して ゐ ながら、 意地悪く 帰 

ると いふの は 余りに 心無し の やうでした けれど、 その 

時の わたくし は 何う しても 約束の 期限 通りに 帰らな け 

れば 両親に 対して 済まない やうに 思 ひました ので、 雨 

の ふる 中 をい よ/^ 帰る ことにしました。 継子さん も 

一緒に 帰る とい ふの を わたくし は 無理に 断って、 自分 

だけが 宿 を 出ました。 



「でも、 あなた を 一人で 帰して は 済みません わご と、 

継子さん は 余 ほど 思案して ゐる やうで したが、 結局 わ 

たくしの 云 ふ 通りに する ことにな つて、 ひどく 気の毒 

さうな 顔 をしながら、 幾た びか わたくしに 云 訳 をして 

ゐ ました。 

不二 雄さん も、 継子さん も、 わたくしと 同じ 馬車に 

乗って 停車場まで 送って 来て くれました。 

「では、 御免ください。」 

「御機嫌よ ろしう。 わたくし も 天気に なり 次第に 帰リ 

あやま くちぶ リ 

ます ご と、 継子さん はなんだ か 謝る やうな 口吻で、 

わたくしの 顔色 をう か V ひながら 丁寧に 挨拶して ゐま 



はいよ/ \ 明るくなりまして、 春の 日が 一 面に さし 込 

んで 来ました。 日曜で も 祭日で もない のに、 け ふ は 発 

車 を 待ち あはせ てゐる 人が 大勢ありまして、 狭い 待合 

室 は 一杯に なって しま ひました。 わたくし はなんだ か 

むしあつた 

蒸 暖かい やうな、 頭が すこし 重い やうな 心 持に なり 

あきち 

ましたので、 雨の 晴れた の を 幸 ひに 構外の 空地に 出て、 

だんく に 青い 姿 を あら はして ゆく 箱 根の 山々 を 眺め 

てゐ ました。 

そのうちに、 もう 改札口が 明いた とみえまして、 二 

等 三等の 人達が どや/ \ と 押 合って 出て 行く やうです 

から、 わたくし も 引返して 改札口の 方へ 行きます と、 



娘 は 黙って 首肯いた やうに 見えました。 そのうちに、 

あとから 来る 人に 押されて、 わたくし は 改札口 を通リ 

抜けて しま ひました が、 あまり 不思議な ので、 もう 一 

度 その 娘に 訊き返さ うと 思って 見返り ましたが、 どこ 

へ 行った か 其 姿が 見えません。 わたくしと 列んで ゐた 

のです から、 相 前後して 改札 口を出た 害です が、 そこ 

らに其 姿が 見えな いので、》 J ざ います。 引返して 構内 を 

のぞ 

視 きました が、 矢 はり それらし い 人 は 見付からな いの 

で、 わたくし は 夢の やうな 心 持が して、 しきりに 其処 

らを 見廻し ましたが、 あとに も 先に も 其 娘 は 見え ませ 

ん でした。 どうしたので せう、 どこへ 消えて しまった 



たちどま 

のでせ う。 わたくし は 立 停って ぼんやりと 考 へて ゐま 

した。 

第一 に 気に か、 るの は 継子さん のこと です。 今 別れ 

て 来たば かりの 継子さん が 死ぬな どと いふ 害が ありま 

せん。 けれども、 わたくしの 耳に は 一度なら ず、 二度 

まで も 確に さう 聞え たのです。 怪しい 娘が わたくし 

に教 へて くれた やうに 思 はれる のです。 気の 迷 ひか も 

知れない と 打消しながら も、 わたくし は 妙に それが 気 

にか、 つてなら ない ので、 いつまでも 夢の やうな 心 持 

で そこに 突っ立って ゐ ました。 これから 湯 河原へ 引返 

して 見ようかと も 思 ひました。 それ もなん だか^ 鹿ら 



てゐ ながら、 いざ 乗 込む とい ふ 場合に なると、 不思議 

ひど 

に 継子さん のこと が 甚く 不安に なって 来ました ので、 

乗らう か 乗るまい かと 考 へて ゐる うちに、 汽車 はわた 

おき ざ 

くし を 置 去りに して 出て 行って しま ひました。 

もう 斯うなる と 次の 列車 を 待って は ゐられ ません。 

わたくし は 湯 河原へ 引返す ことにして、 再び 小 田 原 行 

の 電車に 乗りました。 

こ、 まで 話して 来て、 M の 奥さん は 一息つ いた。 

「まあ、 驚く ぢゃ ございま せんか。 それから 湯 河原へ 

引返し ますと、 継子さん はほんた うに 死んで ゐ るので 
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